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summary.

1. 事業全般に関する事項

吉野町との共創、事業方針、実施体制、事業スケジュール、事業収支、事業継続性

2.活用計画に関する事項

既存校舎等の活用計画、施設レイアウトと料金イメージ、建築計画

3.防災拠点機能に関する事項

災害時の運用計画、維持管理計画

4.地域社会・経済への貢献に関する事項

地域との連携・社会貢献、まちづくり拠点施設としての工夫、地域経済への貢献
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旧吉野小学校学校跡地利活用事業 プレゼンテーション

応募の経緯

⚫ 毎年100名以上の新入社員が入社

⚫ 社員研修の多様化・長期化

⚫ 元施工物件である吉野小学校を解体せず活用

⚫ 地域住民と長く共に『地域交流の場』として活用

⚫ 『防災拠点』として災害時の課題解決

吉野小学校→自社研修施設として活用検討

初期イメージ

レガシー

を残す

新入社員

⚫ 自社研修スペース、長期滞在施設不足

⚫ 宿泊コスト増、長期の確保困難

自社課題

廃校マッチング

地域交流？

防災拠点？

講義？
宿泊？

「自社研修施設がない」課題

「地方創生の実験場」として、収益だけに依存しない継続性の高い事業を展開
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事業実施方針

1. 事業全般に関する事項

Ⅰ.事業全般 Ⅱ.活用計画 Ⅲ.防災機能 Ⅳ.地域貢献

事業コンセプト 「まちと育む地域交流・滞在型研修施設」

０１.地域住民の交流に資する施設にリノベーション
• 地域住民が利用したくなる施設とするための改修計画

• 地域住民がいつでも利用できる温浴棟・自習室・飲食施設などを常時開放

• 地域住民と外部の人々の利用と交流が図れる施設

03.観光拠点・宿泊施設として開放し、地域活性化を計画
• 積極的に外部利用者を受け入れ、地域の魅力的なコンテンツに誘導

• 観光客向けのお土産等も販売を行う物販区画を計画

• 吉野の産業が学べる施設とし、製材所や林業、手漉き和紙業等と連携

02.災害時は防災拠点として有用な体制を構築

• 屋内運動場は現状の使用形態を変更せず、避難所としての機能を維持

• 宿泊棟を避難所として開放し、必要な住民が利用できるように迅速に対応

• 各種防災設備を活かし、避難所生活がより良いものになることを計画

04. 外部研修・合宿を受け入れ交流を計画

• 講義室、宿泊室、大浴場、カフェテリアを備えた宿泊可能な研修施設

• 自社施設としての活用に留まらず、他社研修・学生合宿などに開放

• 吉野の産業である製材業や林業、周辺団体と連携してプログラムを計画

CONCEPT1 人を集める施設づくり CONCEPT2 人を活かす施設づくり CONCEPT3 地域に広げる施設づくり
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実施体制

1. 事業全般に関する事項

Ⅱ.活用計画 Ⅲ.防災機能 Ⅳ.地域貢献

• 改修プランの意匠提案

• 全体デザイン業務

• 設計業務

• 監理業務（意匠）

• 申請業務

ムトカ建築事務所

共同代表

村山 徹

共同代表

加藤 亜矢子

本事業の役割

協業パートナー企業

• 建築基準法１２条５項報告・法適合設計、

報告書提出・申請業務

• 設計業務

• 監理業務

• 申請業務

株式会社桝谷設計

代表取締役 中元 綱一

本事業の役割

連携

協業

当社

投資開発事業本部

プロジェクトの進捗管理

建築本部

意匠・構造・設備総合管理

奈良支店

ご契約・緊急時窓口

新事業開発部

プロジェクト推進リーダー

建築設計統括部

設計計画をマネジメント

人事部

研修・採用を担当

本社部門

技術研究所

ICT統括センター

イノベーション部

インフラ部門

インフラ事業推進課

支社建築部門

建築設計部

支社管理部門

安全品質環境部
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事業スケジュール

1. 事業全般に関する事項

2024.10

2024.1１

202５.11

20４7.10

20４６.10

202６.1２

202７.０４

運
営
期
間
：
20
年
間

※上記は想定事業スケジュールとなります。12条5項報告や工事の進捗状況で時期が前後する場合があることご了承ください。

優先交渉権者決定、基本協定の締結

建築基準法12条5項報告に係る業務、設計業務開始

建築基準法12条5項報告に係る業務

• 調査計画書作成

• 現況調査

• 図面復元

• 是正工事設計 等

建築基準法12条5項報告・実施設計完了、事業用定期借地権契約締結後、工事着工

建設・工事監理業務

• 工事監理

• 建築工事

• 空調換気設備工事

• 外構等工事

• 什器・備品等設置

• 近隣対応・対策

• 吉野材の活用・調達検討

土地返還、事業用定期借地権契約満了（予定）

新築建物（温浴棟他）解体工事（予定）

施設閉所（予定）

工事竣工、各種検査実施

新施設開所（予定）

目指す姿

地域活性 ｜ 来る前より前向きになれる交流の場

魅力発信 ｜ 吉野の伝統や産業活動が滲み出す場

地域安全 ｜ 二次災害を引き起こさない強靭な施設

維持管理計画

維持管理計画書の提出 ｜ 毎年3月に報告書提出

大規模改修の計画 ｜ 長期利用に伴う安全性維持

予防保全への移行 ｜ ライフサイクルコストの削減

Ⅰ.事業全般 Ⅱ.活用計画 Ⅲ.防災機能 Ⅳ.地域貢献

• 報告書作成

• 現地調査

設計業務

• 基本/実施設計

• 各種申請

• コスト概算、工事費算出

• 吉野材の調達 等

• 確認申請書作成

• 用途変更設計内容反映

• 電気設備工事

• 給排水衛生設備工事

• 試験、調整、検査等

• 地域住民との対話
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事業収支

1. 事業全般に関する事項

Ⅰ.事業全般 Ⅱ.活用計画 Ⅲ.防災機能 Ⅳ.地域貢献

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年間

利用者数 957 866 1,796 3,810 2,657 2,043 3,229 2,453 2,589 1,628 1,022 1,567 24,６１6

年間稼働率 18.8% 18.9% 35.3% 100% 100% 73.9% 95.9% 48.3% 52.6% 32.0% 20.8% ３０.8% 5１.5%

※社内利用を含む

年間稼働率想定

単年度事業収支想定（単位：千円）

稼働率：51.5％ 安定稼働時 自社研修費 差額

宿泊部門収益計 10５,３０６ 10５,３０６

室料収入 34,278 34,278

付帯施設収入 13,７３６ 13,７３６

飲食収入 5７,２９２ 5７,２９２

営業支出計 128,00８ △3６,４４９ 9１,５６０

原材料費 30,824 5,４８９ 2５,335

人件費 4０,488 14,６２１ 2５,867

水道光熱費 6,772 2,９８０ 3,792

一般管理費ほか ２１,３５２ ５,４４３ 1５,９０９

建物管理費 12,740 4,601 8,139

修繕費 6,653 6,653

固都税（建物） 4,５9４ 1,６５９ 2,935

損害保険料 2,016 7２８ 1,288

土地賃借料 2,5７０ ９２８ 1,64２

合 計 △22,702 13,74６

各種価格想定

項目 シングル型
（定員：2名）

ツイン型
（定員：4名）

ファミリー型
（定員：4名)

部屋数 （最大収容人数：164名） ２４部屋 24部屋 5部屋

価
格

宿
泊
室

企業/個人※ 6,000円 12,0０0円 1６,0０0円

大学生/高校生※ ４,000円 ８,000円 12,0０0円

中学生/小学生※ ３,６00円 ７,２00円 1１,２０0円

付
帯
施
設

屋内運動場 ４,000円～15,000円（時間別）
※地域住民利用は無償

グラウンド ５,000円～９,000円（時間別）
※地域住民利用は無償

講義室 １,８00円～1０,000円（時間別）
※地域住民利用は無償

温浴施設

宿泊者/地域住民
大人：4０0円
子供：200円

その他
大人：８００円
子供：４00円

飲食施設

朝食
社内：３８０円

その他：750円

昼食
社内：５００円

その他：850円

夕食
社内：580円

その他：1,000円

※宿泊室は部屋貸で想定

※当社新入社員研修として利用
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事業継続性

1. 事業全般に関する事項

Ⅰ.事業全般 Ⅱ.活用計画 Ⅲ.防災機能 Ⅳ.地域貢献

経営計画

総合インフラストラクチャー企業として吉野を起点とした

地方創生を実現し、地域課題の抜本的解決に貢献する企業

短期経営計画（１～７ヵ年）

• 新施設の改修・整備・開業を確実に完了

• 地域住民の需要・意見を集約し、当施設に反映

• 安定的に当社利用を行い、社内外の施設の定着度向上

中期経営計画（８～１４ヵ年）

• 地域住民に日常的に利用される施設・プログラムを運営

• 社内外の宿泊利用を誘致し、地域の賑わい創出

• 吉野に潜む抜本的な課題解決に注力

長期経営計画（１５～20ヵ年）

• 廃校利活用の成功事例として「吉野モデル」の提唱

• 新施設を起点としたインフラ整備の拡充

• 吉野の課題解決に成功し、経済効果や人口増加に貢献

20年後の目指す姿

運営体制イメージ

当社

事業パートナー(地域住民,地元企業等）

主体事業

研修施設

宿泊施設

飲食施設

温浴施設

事業連携

対応

対応

直接対応

直接運営（一部業務委託も含む）

付帯業務

メンテナンス 清掃 フロント セキュリティ

点検 廃棄物処理 電話対応 広告宣伝

購買 緊急対応 観光案内 財務管理
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既存校舎等の活用計画

2. 活用計画に関する事項

Ⅰ.事業全般 Ⅱ.活用計画 Ⅲ.防災機能 Ⅳ.地域貢献

普通教室棟 → 宿泊棟

⚫ 約140名が宿泊可能な宿泊室に改修

渡り廊下・管理棟 → 受付棟

⚫ 施設の受付

⚫ 約20名が宿泊可能な宿泊室

⚫ 吉野ギャラリー（仮称）の設置

県立吉野川津風呂自然公園普通地域における一定規模を超える

工作物の新築・改築・増築として届出を行うとともに、奈良県知事

の指導のもと改修部分は外観を大きく変えず、増築部分は色彩や

外装材、高さ等規模に対して配慮します。地域住民や周辺地域へ

の配慮として、周辺建物との色彩調和などを検討します。

景観に配慮した外観

特別教室棟 → 交流棟

⚫ カフェテリア、物販施設、貸講義室を併設

⚫ 音楽室や工作室は既存の機能を残置

屋内運動場(既存利用)

⚫ 地域住民による既存利用が可能

⚫ コインランドリー、ジム機能を新設

プール → 駐車場

温浴棟(新設)

スロープ(新設)

宿泊棟

受付棟

温浴棟

交流棟

屋内運動場

広場

吉野小リング

グラウンド
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既存校舎等の活用計画

2. 活用計画に関する事項

Ⅰ.事業全般 Ⅱ.活用計画 Ⅲ.防災機能 Ⅳ.地域貢献

宿泊室

⚫ 3種類の部屋タイプを併設

⚫ 研修利用だけでなく観光利用も可能

吉野小リング

⚫ 分棟をバリアフリーで繋ぐ動線空間

グラウンド

⚫ 地域住民による既存利用が可能

⚫ 非常時には防災拠点として機能

温浴棟（大浴場）

⚫ 吉野材を利用した大浴場

⚫ 地域住民や地域事業者に開放

吉野ギャラリー

⚫ 吉野の歴史的魅力を伝える施設

物販施設音楽室広場

カフェテリア

工作室

屋内運動場バス待合所バー

宿泊棟

受付棟

温浴棟

交流棟

屋内運動場

広場

吉野小リング

グラウンド
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2. 活用計画に関する事項

Ⅲ.防災機能Ⅱ.活用計画

宿泊利用者のみ
利用可能なエリア

宿泊エリア 一般開放エリア

地域住民・来場者・宿泊者など、
誰でも施設可能なエリア

一般開放エリア 営業時間（予定）
料金（町民価格）
（予定）

料金（一般価格）
（予定）

備考

交流棟

飲食施設 7:00～21:00
朝食：750円
昼食：750円
夕食：1000円

朝食：750円
昼食：750円
夕食：1000円

講義室 8:30～21:00 無料
1,800円～
10,000円
（時間別）

備品貸出（有償）
予約制

受付棟 バー 17:00～21:00 - - 利用内容により
変動

屋内運動場 9:00～22:00 無料
4,000円～
15,000円
（時間別）

予約制

グラウンド 9:00～17:00 無料
5,000円～

9,000円
（時間別）

予約制

温浴棟 7:00～21:00

大人（13歳以上）：
4０0円

子供（12歳以下）：
200円

幼児（5歳以下）：
100円

大人（13歳以上）：
800円

子供（12歳以下）：
400円

幼児（5歳以下）：
200円

駐車場 7:00～22:30 無料
無料

※観光シーズン
利用料金発生

宿泊者:
滞在期間無料

「一般開放エリア」「宿泊エリア」を定義し、地域住民が利用しやすい環境を構築。 当施設運営における営業時間や設定価格は、地域住民が利用しやすい設定を予定。

施設レイアウトと料金イメージ

施設レイアウト（予定） 営業時間/設定料金（予定）
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建築計画

2. 活用計画に関する事項

Ⅰ.事業全般 Ⅱ.活用計画 Ⅲ.防災機能 Ⅳ.地域貢献

法第12条５項に関する調査・報告書作成と用途変更の設計実施
STEP1

2024.11-2025.11

屋内
運動場

普通教室棟

特別
教室棟

渡り廊下棟

管理棟

既存プール

グラウンド

⚫ 期間中に現地調査実施
⚫ 屋内調査：校舎毎にセ
キュリティをかけ、安全
を確保し実施

校舎棟の遵法化調査
⚫ 期日を指定し、現地調査

屋内運動場を開放

⚫ 調査期間中は通常通り開放
⚫ ドクターヘリ離発着場使用可能

グラウンドを開放

調査に先立ち、調査員が施
設に立ち入る旨を近隣周知

１２条５項改修工事・施設の・内装撤去工事に着手
STEP2

2025.12-2026.02

安全通路

ドクターヘリ救護経路

安
全
通
路地下水掘削想定ポイント

搬入出・工事経路

既存プール
解体工事

利用可能

利用可能

外構樹木・景石等の撤去・移設

アスベスト建材の適切な撤去

内装撤去工事
什器・備品整理

屋内運動場は北側より開放

工事用
施設利用者用
駐車場

工事補助経路

スロープの設置
※工事用の仮設足場
※仮囲い等工事中のセキュリティ・安全確保ライン

温浴棟の新設に着手、校舎棟の内装改修工事を推進
STEP3

2026.03-2026.09

安全通路

ドクターヘリ救護経路

安
全
通
路

搬入出・工事経路

利用可能

利用可能

校舎棟の内装改修

屋内運動場からのセキュリティ確保

工事補助経路

スロープの設置

※工事用の仮設足場
※仮囲い等工事中のセキュリティ・安全確保ライン

温浴棟新築工事

桜のシーズンは工事車両の
計画に配慮

外構仕上・什器設置他付帯工事を完了し、施設稼働準備
STEP４

2026.10-2027.03

安全通路

ドクターヘリ救護経路

安
全
通
路校舎棟 施設稼働準備

搬入出・工事経路

利用可能

利用可能

外構仕上工事

工事用
施設利用者用
駐車場

工事補助経路

※仮囲い等工事中のセキュリティ・安全確保ライン

温浴棟 内装工事

広場外構仕上

施設稼働準備

正門からの工事車両の出入
りの際、適時警備員を配置

什器設置等適時工事

回廊設置
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summary.

1. 事業全般に関する事項

事業方針、実施体制、事業スケジュール、事業収支、事業継続性

2.活用計画に関する事項

既存校舎等の活用計画、施設レイアウトと料金イメージ、建築計画

3.防災拠点機能に関する事項

災害時の運用計画、維持管理計画

4.地域社会・経済への貢献に関する事項

地域との連携・社会貢献、まちづくり拠点施設としての工夫、地域経済への貢献
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維持管理計画

3. 防災拠点機能に関する事項

維持管理報告書の作成

点 検 記 録 報 告 計 画 修 繕

Step1

⚫ 定期点検

⚫ 巡視点検

⚫ 利用者からの危険箇所

の情報共有

⚫ 維持管理計画書に

基づく点検結果記録

維持管理計画書の見直し提出

⚫ 点検/記録の結果を

維持管理報告書に反映

⚫ 吉野町に提出

⚫ 修繕必要箇所を特定

⚫ 緊急度を考慮した修繕

計画を策定

⚫ 利用者に配慮しながら

工事を実施

⚫ 緊急度の高い箇所から

速やかに実施

維持管理計画書の提出

計画書を基に設備点検や緑地管理

などの維持管理活動を実施

予防保全への移行

将来の大規模改修の必要性を減らし、

ライフサイクルコスト削減を計画

広範なネットワークを活用

新機能（例:宿泊室や水回り等）の点検や

補修には当社の広範なネットワーク活用

維持管理フロー

Step2 Step3 Step4 Step5
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災害時の運用計画

3. 防災拠点機能に関する事項

平時

緊急時

計画策定・報告の指示、確認

避難支援班のご協力

平時

協力業者

協力業者

協力業者

各種法令を遵守した避難所運営

緊急時

計画書・報告書の提出

地域の専門事業者採用

プライバシー保護・衛生管理の
徹底による二次被害の防止

ドクターヘリ発着場の確保

地域住民やボランティアとの協力

点検

当社

吉野町 当社 災害時は吉野町の指示を受け、直ちに避難所としての機能に切替えます。

町と連携し、避難所開設及び災害対応の準備を開始します。屋内運動場・

グラウンドに加え、宿泊や飲食・温浴施設を含め、施設全体を災害対応の

場として被災者の皆様の支援に尽力します。

運用体制

修繕

清掃

維持管理体制図

維持管理責任者
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災害時の避難所機能

3. 防災拠点機能に関する事項

宿泊室を解放

⚫ 全宿泊室を解放

⚫ 要配慮者や負傷者の受入れ

⚫ 歩行困難者に配慮した部屋割り

防災井戸の活用

⚫ 地下水の汲み上げ

⚫ 非常時用の水源確保

⚫ トイレや温浴施設、洗濯などの用途

備蓄品の提供

⚫ 当社利用約160名と従業員約50名分の

備蓄品を用意、災害時に提供

⚫ 避難所用資材置き場

非常用発電機の活用

ドクターヘリ離発着場

温浴棟の開放

宿泊棟

受付棟

温浴棟

交流棟

屋内運動場
広場

吉野小リング

グラウンド

飲食の確保

⚫ 必要機材の貸出し

⚫ 広場を炊出し場として活用

⚫ 厨房・シェアキッチンの利用
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summary.

1. 事業全般に関する事項

事業方針、実施体制、事業スケジュール、事業収支、事業継続性

2.活用計画に関する事項

既存校舎等の活用計画、施設レイアウトと料金イメージ、建築計画

3.防災拠点機能に関する事項

災害時の運用計画、維持管理計画

4.地域社会・経済への貢献に関する事項

地域との連携・社会貢献、まちづくり拠点施設としての工夫、地域経済への貢献
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地域との連携・社会貢献

4. 地域社会・経済への貢献に関する事項

Ⅰ.事業全般 Ⅱ.活用計画 Ⅲ.防災機能 Ⅳ.地域貢献

「産業集積地のHUB拠点」としての新施設

⚫ 地域住民が集まり、交流や活動を行う中心的な場所となる役割

⚫ 地域コミュニティの結束を高め、地域全体の発展や活性化を支援

⚫ 地域住民が参加しやすいプログラムを提供し、地域活性化に貢献

住民交流の HUB

吉野町の描くグランドデザインを具現化し、吉野町の将来を支援

⚫ 地域の林業・製材業に関する情報を集約し、関係者同士を繋げる役割

⚫ 林業や木材加工の課題を解決する企業の探索

⚫ 地域資源を有効活用することによる地域経済へ貢献

林業・製材業の HUB

⚫ 地域の観光資源情報を集約し、観光客の誘致や滞在を促す機能

⚫ 地域の観光業の発展への支援や満足度向上の施策を積極的に挑戦

⚫ 地域経済の成長・発展に寄与できる仕組みを構築

観光業の HUB

地域に根付いた産官学連携
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まちづくり拠点施設としての工夫

4. 地域社会・経済への貢献に関する事項

Ⅰ.事業全般 Ⅱ.活用計画 Ⅲ.防災機能

新施設としての効果

吉野小学校

地域住民、企業、地方自治体、スタートアップ企業などが協力して、地域の活性化に向けた取り組みを進め、町の発展や経
済効果が出ることを目指します。

Collaboration

地域の課題に対するソリューションや新たなビジネスモデルが試行され、成果が地域社会全体の発展につながるように、
様々な企業と連携をします。

Innovation

地域住民が積極的に参加し、ニーズが尊重されるようワークショップやイベントを定期的に開催し、地域の活性化に向けた
取り組みを進めます。

Involvemenｔ

金峯山寺や吉野桜を代表とした、吉野町の魅力ある文化・歴史・自然環境などを活用、連携を行い、町内外へのPR活動に
貢献します。

Promotion

スタートアップ連携 探索 構想 計画 実行

To Do

Key

潜在的な地方課題
を探索

◼地方課題に関係するワードを抽
出・ピックアップ

連携方法の方向性
を策定

◼連携するスタートアップ企業の
探索・接点構築

具体的な連携
方法を策定

◼地方課題解決に向けた計画や具
体的な施策検討

当施設を起点
とした実証実験

◼当施設を起点とした試験導入お
よび情報展開

Ⅳ.地域貢献



２０２４.10.19 株式会社 奥村組 旧吉野小学校学校跡地利活用事業 22

地域経済への貢献

4. 地域社会・経済への貢献に関する事項

Ⅰ.事業全般 Ⅱ.活用計画 Ⅲ.防災機能 Ⅳ.地域貢献

運営による効果地域ネットワークの構築

雇用

地域住民と協働して運営
促進

飲食/清掃/フロント等雇用を計画

環境
地域住民の働く環境を整備

楽しく働くことが可能な環境構築

発信

施設内に吉野町の情報を掲載
情報

産業/観光等の情報発信・紹介

拠点
木材の普及拡大に貢献

「吉野木材」を広める機能を搭載

消費

施設来場者を各所に誘導
観光

発信・紹介を通じた誘導効果

利用
地域材活用による消費効果

吉野木材利用による経済効果

施設活用により地域経済へ貢献
影響

施策を絶えず打ち続け、経済効果に寄与


